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9:30　開会　（委員長あいさつ、委員紹介、進行及び評価方法についての説明）

発表時間 事業名

9:40 1
捨てられる動物たちの命を救うイベント「わ
んにゃんマルシェ」

9:58 2
知的発達障がい児・障がい者のためのサー
フィン体験会

10:16 3 アルコール問題に関する啓発事業

10:45 4 みみとこころのポータルサイト

11:03 5
～市民活動団体にＩＴ伴走する～「Web制作
のシニアリーダー育成事業」

13:00　開会　（委員長あいさつ、委員紹介、進行及び評価方法についての説明）

発表時間 事業名

13:10 1 ～サッカーを通した運動教室～

13:28 2
運動機能・認知機能が向上するスポーツリ
ズムトレーニング！～楽しみながら心・頭・
体を動かそう～

13:46 3 みんなの居場所作り事業

14:15 4
２０２０上陸２０回記念事業　陸上版「えぼし
岩海の自然体験教室」

14:33 5
探求的学習による思考力、読解力の強
化・・・のびしろの自覚と育成・・・

ちがさき開智舎

ミナスタ

団体名

特定非営利活動法人SUERTE

サンチャイ・ネパール　ねぱるぱ

えぼし岩海の自然体験教室実行委員会

令和２年度実施市民活動げんき基金補助事業実施報告会　進行予定表

◆スタート支援の部

休憩（10:32～10：45）

総括質疑（14：49～15：15）

15:15　閉会　（委員長あいさつ）　

各団体が１０分程度で事業の実施状況を発表し、その後、６分程度で市民活動推進委員会が今後の事業展開や収支決
算等についてコメントします。

総括質疑（11：19～11：40）

11:40　閉会　（委員長あいさつ）　

◆ステップアップ支援の部

休憩（14:02～14：15）

団体名

わんにゃんマルシェ実行委員会

認定特定非営利活動法人Ocean's Love

茅ヶ崎断酒新生会

一般社団法人４Ｈｅａｒｔｓ

ＮＰＯ法人セカンドワーク協会
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令和２年度実施市民活動げんき基金補助事業について 

１ 申請団体募集 

広報ちがさき、市公式ホームページ等で申請団体を募集しました。 

○募集期間 令和元年１２月２日（月）～令和２年１月１６日（木）

２ 企画書作成会 

○日時 令和元年１１月１４日（木）１０時～・１８時～

１１月２８日（木）１４時～・１８時～ 

  １２月１１日（水）１８時～ 

３ 公開ヒアリング及び公開プレゼンテーション 

スタート支援申請事業については、市民活動推進委員会委員による申請団体へのヒアリングを行い

ました。 

ステップアップ支援申請事業については、申請団体によるプレゼンテーションと、市民活動推進委

員会委員との質疑応答を行いました。 

○日時 令和２年３月２１日（土）

  ９時３０分～１６時３０分 

○会場 市役所本庁舎４階 会議室２～５

○対象 スタート支援９団体、ステップアップ支援６団体

４ 補助事業の選考 

非公開の選考会議で、市民活動推進委員会委員が各団体の事業内容を次の項目で評価しました。 

（スタート支援申請事業については★印がある３項目のみを評価）

(1) 公益性★：事業の成果は、多くの市民の利益となるものであるか、または多くの市民の利益

につながるものであるか。 

(2) 発展性★：補助を受けることで、団体や事業の発展につながるか。

(3) 費用の妥当性★：対象経費の内容、補助の申請額は妥当であるか。事業の内容や効果が、

金額と見合うものであるか。 

(4) 地域性：地域住民のニーズに合うものであるか。

(5) 先駆性：これまでに無い（少ない）新しい取り組みであるか、または新たな視点、発想か

 ら（再）提案されたものであるか。 

(6) 事業実現性：実行可能な方法、スケジュール、予算で事業計画が立案されているか。

(7) 自立性：自己努力による資金確保に努めているか。

(8) 継続性：補助事業が終了した後も、継続的な展望を描くことができる活動か。
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５ 選考結果 

選考会議の審議結果（事業及び補助額の評価結果） は、市長に報告され、市長が予算の範囲内で

各事業の採択及び不採択を決定しました。 

６ 事業実施後の評価について 

（１）市民活動推進委員会の評価 

 市民活動推進委員会は、団体が市民活動推進補助金により実施した事業の報告を受けて、当該事業

に対して次のような観点から５段階評価を行うとともに、コメントを付します。 

○事業の実施状況（事業内容）について

○事業の効果について

○今後の展開や発展について

（２）段階評価 

市民活動推進委員会が行う「事業内容」「効果」についての評価は、５段階評価とします。 

評点 評価段階 

５ 事業実施前の想定をはるかによい方向に上回った。 

４ 事業実施前の想定をやや良い方向に上回った。 

３ 事業実施前に想定した範囲の内容であった。 

２ 事業実施前の想定よりやや低いと感じられた。 

１ 事業実施前の想定よりはるかに低いと感じられた。 

（３）市民活動推進委員会の役割 

 個々の事業実施結果に対し、第三者的視点からの評価、助言を行うとともに、補助事業の全体像を

把握することで、今後の制度改善や市民活動の推進、団体サポート等についての審議を効果的に進め、

評価結果及び審議結果を行政にフィードバックします。 
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７ 事業実施前の準備から評価までの流れ 

令和２年４月 

４月中旬まで 

４月下旬まで 

令和３年２月 

事業終了後６０日以内 

または令和３年４月１６日の 

いずれか早い日 

（結果の公表） 

評価結果は、市民自治推進課で一元管理し、市民活動の推進及び制度の改善に活用します。 

交付申請書の提出 （団体→市） 

交付決定通知 （市→団体） 

交付（入金） 

実績報告書の提出 （団体→市） 

実施報告書に基づく評価 

事業の実施 

進め方説明会 

報告書作成会（参加必須） 

選考結果通知 （市→団体） 
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（令和２年４月１日～令和３年 3 月３１日） 

寄附者（敬称略） 寄附年月日 寄附金額 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和２年 4 月６日 14,644 円 

ダイドードリンコ株式会社 令和２年 4 月７日 6,115 円 

ダイドードリンコ株式会社 令和２年 4 月７日 6,427 円 

加藤 信吾 令和２年 4 月３０日 1,000 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年 4 月３０日 15,000 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年６月２５日 3,450 円 

匿名 令和２年７月２９日 5,000 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年９月３日 4,800 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年９月３０日 450,000 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年１０月２日 2,700 円 

錦織 弘 令和２年１０月２日 10,000 円 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 令和２年１０月８日 17,939 円 

ダイドードリンコ株式会社 令和２年１０月１５日 1,608 円 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和２年１０月２９日 7,370 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年１０月３０日 3,750 円 

市民ふれあいまつり実行委員会 令和２年１１月１６日 81,641 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年１１月２６日 4,500 円 

益永 律子 令和２年１１月２７日 10,000 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年１２月１２日 10,000 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年１２月１２日 10,000 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年１２月２４日 4,200 円 

ＢＲＡＮＣＨ茅ヶ崎 令和２年１２月２４日 3,383 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年１２月３１日 15,000 円 

ふるさと納税（吉田憲生） 令和２年１２月３１日 10,000 円 

ふるさと納税（匿名） 令和２年１２月３１日 30,000 円 

（有）ハスキー企画 令和３年１月４日 1,800 円 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和３年１月５日 29,031 円 

合計 ７５９，３５８円 

１７年度からの累計 １２，２３５，９７５円 

市民活動げんき基金にご寄附いただいた方々 
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市民活動げんき基金自動販売機設置協力企業様からの寄附 

市民活動げんき基金自動販売機設置協力企業様から、対象となる自動販売機の売り上げの一部をご寄附いた

だきました！ 

寄附者（敬称略） 寄附対象自動販売機設置場所 

湘南ヤクルト販売株式会社 茅ヶ崎市体育館 

ダイドードリンコ株式会社 小和田公民館 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社

浜須賀会館 

海岸地区コミュニティセンター 

小出地区コミュニティセンター 

コミュニティセンター湘南

茅ヶ崎地区コミュニティセンター

鶴嶺東コミュニティセンター

鶴嶺西コミュニティセンター

高砂コミュニティセンター
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令和２年６月１０日現在 

区分 委員名 所属 

市    民 

柴 E

し ば

A AE田 E

た

A AE春 E

は る

A AE菜 E

な

公募 
AE菅 E

す が

A AE原 E

わ ら

A AE澄 E

す み

A AE江 E

え

AE染 E

そ め

A AE谷 E

や

A AE倫 E

み ち

A AE人 E

と

市民活動を行う 

ものの代表者 

AE中 E

な か

A AE野 E

の

A AE有 E

ゆ う

A AE子 E

こ 茅ヶ崎市民活動サポートセンター長 

特定非営利活動法人 NPO サポートちがさき 

AE秦 E

は だ

A AE野 E

の

A AE拓 E

た く

A AE也 E

や 特定非営利活動法人まちづくりスポット 

茅ヶ崎事務局長 

事業者の代表者 

AE石 E

い し

A AE田 E

だ

A AE貴 E

き

A AE一 E

い ち

湘南信用金庫執行役員茅ヶ崎営業部部長 

AE髙 E

た か

A AE橋 E

は し

A A E準 E

じゅん

A AE治 E

じ 株式会社タウンニュース社湘南支社長 

兼 茅ヶ崎編集室編集長 

AE米 E

よ ね

A AE山 E

や ま

A AE友 E

と も

A AE哉 E

や

公益社団法人茅ヶ崎青年会議所の代表 

学識経験を 

有する者 

AE弓 E

ゆ

A AE達 E

だ て

A A E茂 E

しげる

茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会の代表 

AE北 E

き た

A AE川 E

が わ

A AE哲 E

て つ

A AE也 E

や

行政書士事務所 Link-Up 代表 

AE中 E

な か

A AE川 E

が わ

A AE久美子 E

く み こ

元横浜市政策局政策支援センター主席研究員 

AE矢 E

や

A AE島 E

じ ま

A AE啓 E

ひ ろ

A AE志 E

ゆ き

社会福祉法人茅ヶ崎市社会福祉協議会事務局長 

AE山 E

や ま

A AE田 E

だ

A A E修 E

しゅう

A AE嗣 E

じ

文教大学国際学部教授 

茅ヶ崎市市民活動推進委員会委員構成名簿 
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

 報告者 名称 わんにゃんマルシェ実行委員会 

 代表者氏名 古知屋 友里 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０４４号で交付決定を受けました「捨てられる動物

たちの命を救うイベント『わんにゃんマルシェ』」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次

のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 
捨てられる動物たちの命を救うイベント 

「わんにゃんマルシェ」 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

実施場所：茅ヶ崎中央公園 

事業内容：捨てられるペットがいない社会を目指して、茅ヶ崎

中央公園にて保護犬保護猫譲渡会を中心に動物愛護・ペット飼

育の啓発活動を目的としたチャリティイベントを実施 

実施内容：保護犬保護猫譲渡会 参加ボランティア団体７団体

・キッチンカー出店5店舗・わんにゃんミュージック有志の音

楽演奏・動物愛護の啓発活動パンフレットの配布

事業の参加者数 
延べ人数 約800名（入場者約700名・スタッフ他参加関係者約

100名） 

事業の日程 令和2年11月8日（日）11：00～15：00 

事業の成果と今後

の展開 

当初の予定では春先に大きなイベントとして開催予定だっ

たわんにゃんマルシェは、新型コロナウィルスの流行からの緊

急事態宣言を受け、各イベントの中止、茅ヶ崎市の動向、世の

中の流れなどを見ながら実行委員で幾度も話し合い、開催時期

を11月にずらした上で規模も小さく開催しようとのことで今

年度のイベントを実施。 

他での譲渡会が軒並み中止になって困窮しているボランティ

ア団体さんのために保護犬保護猫の譲渡会のみの開催とした。

多くの人との接触が考えられる物販は中止とし、キッチンカー

のみ賛同いただけた店舗で、会場内飲食禁止のテイクアウトの

みの販売とした。
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コロナ対策として会場を区切って入り口を設け入場できる

人数を制限、入り口での検温・消毒・名簿の記入等にご協力い

ただいた。 

コロナ禍での、多分茅ヶ崎市内では初の大きなイベント開催、

たくさんの人に保護犬保護猫のことを知ってもらいたいとい

う思いの反面、集客もできない状況でのイベント開催にスタッ

フ一同当日ふたを開けるまでどうなることか先も読めないよ

うな状況だったが、その不安に対して当日は、オープン前から

楽しみに待っていたよというたくさんのお客様が行列を作る

ほどの盛況だった。

今回初めて入場料（小学生以上お一人100円）をいただくこと

にし、また入場人数や時間の制限、受付時の検温や消毒、名簿

の記録のためお待たせする時間が長くなってしまったにもか

かわらず、みなさんとても協力的で静かにお待ちいただき大き

な事故もなく無事にイベントを終われた。 

譲渡会ではトライアル含め猫12匹・犬4匹の譲渡が決まり、

また入場料（100円×692名＝69,200円）と会場内設置の募金箱

への寄付金、前回からの繰越金等（78,690円）を合わせて147

,890円集まり、その中から各団体さんへ（各20,000円×7団体=

140,000円）の寄付を行うことができた。 

ご来場いただいた多くの方には今回作成させていただいた、

動物愛護の心構えや私たちの活動を理解してもらうためのパ

ンフレット（別途添付資料）をご入場の際に入場料と引き換え

に手渡すことができ、皆さん関心を持って読んでいただけ動物

愛護について考えるきっかけになってくれたのではと思う。ま

たこのパンフレットは参加保護団体さんに持ち帰っていただ

き、ご自身のイベントなどでも配布していただけるようお願い

した。今後は市内や近隣の店舗等に協力していただきパンフレ

ットの設置配布をお願いしていく予定である。

今回の反省点として、予想以上の人出にスタッフの数が足りず

不慣れな受付作業などで長い時間お待たせしてしまったこと、

そのせいで行列ができてそこでのソーシャルデイスタンスが

十分に取れなかったことがある。 

また、会場設置の準備不足などで、せっかく入り口を設けたの

に他の場所から容易に入ってしまう人がいた。せっかくの感染

対策が無駄にならないよう、今回の反省点を次回からの開催へ

12



ときちんと反映させていきたいと思う。 

今後の展開として、今回のイベントの反省点を活かし感染予

防の徹底をしながらも、安全により多くの方にご参加いただけ

るようなイベント作りをし、またパンフレットの配布等にてイ

ベント時のみならず常時動物愛護の啓発を発信しつづけ、保護

犬保護猫不幸な動物が1匹でもいなくなる世界を目指して活動

を続けたい。 
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収入
科　目 当初予算額 決算額 内　訳

１入場料金 30,000 69,200 お一人100円×692名
２団体収入 33,850 26,307 団体資金より
3補助金収入 100,000 100,000 げんき基金より

163,850 195,507

支出
科　目 当初予算額 決算額 内　訳

賃金（会員外） 30,000 37,000 警備員日当22,000円×1
受付日当5,000円×３

旅費 9,000 10,736 駐車料金500円×２

茅ヶ崎市内9名3,740円、茅ヶ崎市外5名
5,996円（別途交通費整理台帳にて）

物品費 27,300 27,101

印刷製本費 30,000 35,930 チラシデザイン料10,000円
チラシ印刷料（1,000部）3,440円
パンフレットデザイン料5,000円
パンフレット印刷料（7,000部）17,490円

通信運搬費 5,550 4,440 レターパック370円×１２

保険料 22,000 0

使用料・賃借料 20,000 11,100 茅ヶ崎中央公園使用料10,500円
サポセン備品使用料600円

寄付金 20,000 69,200 お一人100円×692名

（寄付金明細は別紙にて）
163,850 195,507

収支決算書

衛生用品（トイレットペーパー・マス
ク・消毒液・ウェットティッシュ）
7,211円・インクカートリッジ4,721
円・ラミネートフィルム2,067円・リス
トバンド（500枚入り×2）4,560・体温
計3,470円・ストレッチフィルム1,164
円×２・フィルムホルダー737円×２・
立ち入り禁止テープ635円×2

イベント保険が高額になったため、今
回は個人のボランティア保険でまか
なった
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

報告者 名称 特定非営利活動法人Ocean's Love
 代表者氏名 鈴木 薫 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０４７号で交付決定を受けました「知的発達障がい

児・障がい者のためのサーフィン体験会」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり

報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 知的発達障がい児・障がい者のためのサーフィン体験会 

事業の実施内容 

※実施方法、場所

等を具体的に記入

してください。 

①サーフィン体験会

【開催場所】

茅ケ崎市 ヘッドランドビーチ

【サポート体制】

児童１名につき２～３名のボランティアがサポート

【プログラム内容】

■自己紹介・感染予防対策説明

■準備体操・陸上トレーニング

サーフィンの動作を習得するためのトレーニング

■サーフィン体験

実際に海のなかでボランティアのサポートのもと実践

■おわりの挨拶

②ビーチトレーニングイベント

【開催場所】

茅ケ崎市 ヘッドランドビーチ

【サポート体制】

児童１名につき１～２名のボランティアがサポート

【プログラム内容】

■自己紹介・感染予防対策説明

■準備体操・リトミックサーフダンス

音楽にあわせサーフィンの動きを取り入れたダンス

■ビーチサーフィン体験

スライダーや砂山を活用してボードで滑る疑似サーフィン体験

■おわりの挨拶

新型コロナウイルス感染症対策として神奈川県感染防止対策取組書を

取得し、日本スポーツ協会等のガイドラインを参考に３密対策、飛沫

対策、消毒等を徹底して実施。
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事業の参加者数 
①児童４名（２名×２回）／ボランティア６名

②児童８名／ボランティア１６名

事業の日程 
①１０月２４日（土）

②１１月２１日（土）

事業の成果と今後

の展開 

【参加者保護者からの感想】 

・海でチャレンジする子どもの成長を感じられた

・自粛生活のなかで子どものいい笑顔を久しぶりに見ることができた

・家族以外との接点が減っていた中で、サポートしてくれたボランテ

ィアさんとの繋がりを感じることができた 

・コロナ対策も工夫されていて安心できた

・今年はコロナで出来ないかと思っていたけど、子どもにとってはと

ても貴重な体験なので今後もぜひ開催してほしい 

【参加ボランティアからの感想】 

・一緒に過ごすなかで子どもの成長を感じられて嬉しく思う

・ストレスが溜まる生活のなかで、自分も一緒に楽しめた

新型コロナ感染拡大がつづくなかでイベントを開催すること自体、不

安もあり悩ましい状況だったが、事前の保護者の方々へのヒアリング

で、自粛生活で子どもたちの活動が制限され、遊びにいくこともでき

ずストレスが溜まっている状況を伺い、やはり子どもたちが楽しめる

環境はつくり続けないといけないと感じ、感染予防対策を徹底し開催

に踏み切った。 

そして他の友達やサポートしてくれるボランティアと自然のなかでス

ポーツを楽しむ活動は、子どもたちの社会的、心理的、身体的健康を

保つことに繋がり、小規模でも開催したことに意義を感じている。 

ノーマライゼーション社会を目指す上で、子どもたちの可能性、障が

いへの理解を広げていくためには、子どもたちが安心してチャレンジ

でき、周囲と一緒に楽しめる環境が必要である。 

海やスポーツはその良きツールであり、今後もサーフィンを中心に障

がいのある子どもたちと地域市民を繋ぐ活動を継続していく。 

＜今後の活動＞ 

知的障がい児、発達障がい児を対象として、一般市民がサポート、一

緒に楽しみながら交流していく下記の活動を実施予定。 

■サーフィン、スポーツ体験活動

■就労支援活動

■オンライン交流会

など 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

１　団体収入 19,410 20,633 自己資金

２　事業収入 28,000 26,000 参加費①（4,500円×4名×1回）＝18,000円
参加費②（1,000円×8名×1回）＝8,000円

３　補助金収入 100,000 100,000 市民活動げんき基金補助

合計 147,410 146,633

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

賃金（会員外） 16,176 16,176 前日準備スタッフ（1名時給1,011円×8時間×開催2
回分）

旅費 7,864 7,596 前日準備スタッフ交通費（1名つくばみらい市から往
復3,798円×開催2回分）

物品費 108,610 108,554 アルミ製折り畳みノーパンクリヤカー購入 76,800円
（1台）
タイヤ空気入れ 2,410円（本体1,760円+送料650円）
海用マウスカバー20,170円（3,300円×6枚+送料370
円）
陸用マスク5,940円（10枚セット1,980円×3セット）
消毒液3,234円（1,078円×3本）

通信運搬費 1,960 1,830 参加者への郵便切手代（210円×5通、140円×3通、
120円×3通）

保険料 2,800 2,520 参加者保険料（210円×12名）

食糧費 10,000 9,957 ドリンク代5,957円（2,127円×1ケース、1,915円×2
ケース）
エネルギー補給食4,000円（100円×40名）

合計 147,410 146,633

収支決算書
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第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

折り畳み リヤカ ー 9月 12日 76,800円

使用方法 

サーフボ ードや テン ト、ドリ ンク、その 他 イベント に使用 する 備品を団 体事務 所

から会場 まで運 搬す るために 使用。

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述してくださ

 い。 

 ２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、登録したこ 

 とがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を添付してください。
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

 報告者 名称 茅ヶ崎断酒新生会 

代表者氏名 宮坂 久喜 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０４８号で交付決定を受けました「アルコール問題

に関する啓発事業」の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 アルコール問題に関する啓発事業

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

コロナ禍において、当初の計画は大幅に変更し、市民まつりへ

のブース開設は断念した。

チラシの配布については、公的集会施設（公民館５カ所、コミ

セン１１カ所、サポセン１カ所、茅ヶ崎市保健所１カ所、茅ヶ

崎市広報板１４６カ所）に約５００枚配布した。

市内及び寒川地区の医院、クリニック８４機関にダイレクトメ

ールを発送、内８機関より配架の承諾を受け約２００枚配布し

た。

警察署（交番、駐在所）への配架は拒否を受けた。消防署は救

急車配置の６拠点に配架の承諾を受けた。

街頭でのチラシ配布は警察署への届け出手続きが必要であり

現在は中断している。

その他、スーパーの掲示板へのチラシ掲載の許可を頂いた。

作成したチラシは配りきれていないので、ロゴ入りジャンパー

着用で個人宅へのポスティングを行っている。今後も継続する 

事業の参加者数 

本事業に取り組んで、８医療機関のチラシ配架の協力が得られ

た。また、６名の酒害相談を行った。そのうち２名は例会出席

にも繋がっている。 

事業の日程 

２月にチラシが出来上がり、直ちに医院・クリニックにダイレ

クトメール郵送。８協力機関に配布と同時にポスティングも並

行して実施した。今後も継続する。

事業の成果と今後

の展開 

今回、初めての試みで実施したが、現時点で予想していたより

芳しくない結果である。原因の一つとして、医院、クリニック

の対応の読みが甘かった。当初８４の医院・クリニックに対し

て３４機関の協力を期待していたが、結果は８機関ほどであっ

た。コロナ禍で活動開始が遅かったため、現在まで顕著な反応

が見られていない。この事業は地道な活動であり、活動を継続

してアルコール問題を広くみなさんに伝えてゆきたい。チラシ

はイベント、ポスティング、配架協力機関への補充等で使用す

る予定。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1.団体負担金 7,597 6,989 茅ヶ崎断酒新生会の会費より賄う

　２．補助金収入 63,000 57,000 市民活動げんき基金補助

　（6,000円返納）

合計 70,597 63,989

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

　　物品費 26,900 26,900 イベントジャンパー　５着 　4,900円

（980円×5着）

ロゴ刺繍　　５着分 　　22､000円

（4,400円×5着分）

　印刷製本費 36,500 29,066 デザイン料 7,000円

チラシ　6,000枚 　22,066円

　　通信費 7,197 8,023 封筒代(100枚入り）　 　897円

切手代 7､126円

　（切手代内訳：84円×77枚、94円×７枚）

合計 70,597 63,989

収支決算書
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げんき基金受給で制作した

ロゴ入りジャンパー

刺繍による仕上げ

体験者参加の例会風景 チラシのポスティング風景
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地  

 報告者 名称 一般社団法人４Ｈｅａｒｔｓ 

 代表者氏名 那須 かおり 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０４９号で交付決定を受けました「みみとこころの

ポータルサイト」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

30



事業実施報告書 

事業名 みみとこころのポータルサイト 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

『みみとこころのポータルサイト』制作 

NPO法人セカンドワーク協会様にWEBページ制作を依頼。WEB 

デザインは、株式会社ボンド様が請け負って下さいました。 

3者合同の打ち合わせは、新型コロナウイルスの影響によりZo

omで実施。聴覚障害を持つ那須は、音声認識とカメラの読唇術

で会議に参加。7月までは毎週1回、以降は1ヶ月に1・2回実施

。 

◆固定ページ部分の充実

特に「要約筆記について」は茅ヶ崎市要約筆記者連絡会・筆

記通訳サークル「虹」様にも執筆協力いただきました。
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◆インタビュー取材の際に動画撮影→動画編集

① インタビュー時の手話を読み取って文字起こし

② 記事用文面に転化するものと、動画字幕用の2種用意

③ 動画と動画字幕用テキストを委託先へ送付

④ 外部委託先にて編集・字幕挿入・YOUTUBEアップロード

・デフフットサル日本女子代表

・茅ヶ崎市在住のデフSUP選手

◆4Heartsを市民に知っていただくためのフライヤー制作

表面…悩みを抱える当事者向けに訴求。 

裏面…日常生活で聴覚障害者に接したことのない人に向け。 

配架場所 

 市民自治推進課のご協力のもと、コミセン、サポセン、公民

館、図書館、青少年会館、出張所・支所、障害福祉課に配架し

ていただきました。 

また、コワーキングスペースチガラボ、茅ヶ崎市民病院耳鼻

咽喉科にも配架いただいています。 

事業の参加者数 
サイト訪問者数 13,257（2/11時点）

32



事業の日程 

7月3日 トライアル公開 

7月31日～8月1日 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 河崎佳子教授

大阪府福祉部障がい福祉室自立支援課との面談および 

大阪府乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」見学 

9月5日 サイト正式公開 

事業の成果と今後

の展開 

【事業の成果】 

2020.7.1～2021.2.11までの通算 

ユーザ数 8,756

訪問数 (セッション数)  13,257

ページビュー数 29,653

固定ページ 13件 

インタビュー 12記事

コラム 12記事

その他記事 27記事

TOTAL 51記事

【サイトへの反響】 

◆寄付・寄贈

株式会社okidesign様 人工内耳リハビリ音源の協力

Ｋ様 寄付金と書籍の寄贈

石井達矢様 寄付金

稲葉敦彦様 寄付金

池永香織様 寄付金

呉葉子様 認定NPO法人小田原なぎさ会のエコキャップマグネ

ットの寄贈

◆いただいたコメントの一部

「私は、何か行動を起こす前に考えすぎる癖があり、これが元

で行動にブレーキがかかってしまうのです。

喜んで受け取って貰えてサポーター冥利に尽きます。ありがと

うございます。」

「とても上品なサイトデザイン。」 

「他にないとても良いサイト。何かしら応援したいと思うが、

お金以外に具体的に何を支援できるのかが分からない。」 
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【今後の展開】 

◆みみとこころのポータルサイトの記事充実

様々な聴覚障害当事者や、その周囲の人に執筆を依頼するなど

し、幅広い視野に立った記事をさらに充実させる。

また、SEO対策の深化、より専門的な記事の充実を図る。

◆動画コンテンツの充実

聴覚障害者へのインタビュー動画だけでなく、茅ヶ崎在住の聴

者を中心とした対談動画を通して市民に聴覚障害への理解を

推進する。

◆『みみここカフェ』の偶数月開催

2020年10月から偶数月で始まった『みみここカフェ』。

聴こえる人も聴こえない人もごちゃまぜで対話をする場とし

て、コワーキングスペースチガラボで開催している。

12月と2月（オンライン）は茅ヶ崎市の後援を受けて開催。

次回は4月18日にオンライン開催予定。

音声認識と手話通訳の情報保障を整え、継続的に開催する。

◆『茅ヶ崎市を手話特区に』への第一歩

5月4日 茅ヶ崎市民文化会館にて全日本ろうあ連盟創立70周

年記念映画『咲む』の上映を茅ヶ崎市聴覚障碍者協会が主催。

4Heartsは後援でバックアップ。

近隣飲食店に指差しメニューは手話カフェ日への協力依頼、手

話について考える契機になるよう、のぼりを立てるなど町全体

で盛り上げる活動。

◆聴覚障害者の就労にまつわるサポート

代表が令和3年1月JAICO認定産業カウンセラー試験に合格。茅

ヶ崎市の中小企業等を中心とした聴覚障害者就労サポート、コ

ンサル展開。

＜メディア掲載情報＞ 

8月28日 タウンニュース茅ヶ崎版 人物風土記、社会面に『

みみとこころのポータルサイト』と那須のインタビュー掲載 

10月1日 茅ヶ崎フリーマガジン『Cheeega』6月号 

インタビュー掲載
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10月9日 タウンニュース茅ヶ崎版 

イベント情報掲載

12月1日 広報ちがさき 

「市民活動げんき基金」の補助金を受けた団体の声掲載 

21年2月16日 NPO法人湘南スタイル 

湘南ワンハンドレッドプロジェクトのマイレジェンドインタ

ビュー掲載 

2月27日～3月12日 ハーモニアス茅ヶ崎 

ケーブルテレビ放映（パートナーシップ宣誓制度について）

3月1日 広報ちがさき 

ありのままで、自分らしく暮らせるまちへ 多様な性について

考えよう 

パートナーシップ宣誓制度について 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

１　団体収入 17,524 18,324 団体活動費にて充当

３　補助金収入 100,000 100,000 市民活動げんき基金補助

117,524 118,324

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

会員旅費 38,040 38,040
7/31神戸大学大学院教授河崎先生訪問及
び施設見学（こめっこ）

交通費￥34,520（茅ケ崎⇔新大阪往復新
幹線利用×那須・津金2名分）

同上宿泊費￥3,520(2名分)

委託料 67,700 67,700
ホームページ作成業務委託費用；NPO法
人セカンドワーク協会￥55.000

動画編集業務委託費￥12,700

印刷製本費 11,784 12,584
当サイトPR用フライヤーB6サイズカラー
600枚￥2,750

★団体PR用名刺作成500枚　￥9,834

117,524 118,324

収支決算書
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地 

報告者 名称 ＮＰＯ法人セカンドワーク協会 

代表者氏名 四條 邦夫 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５０号で交付決定を受けました「～市民活動団体

にＩＴ伴走する～『Web 制作のシニアリーダー育成事業』」の補助金に係る補助事業の実績を、

次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名  ～市民活動団体に IT伴走する～「Web制作のシニアリーダー育成事業」

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

市民活動団体からITリテラシーのあるシニアを推薦いただき、 

計6回の実践的なWeb制作セミナーを受講していただくことにより、 

所属する市民活動団体のWebサイトを完成し公開することを目標とした。 

セミナーの告知を実施し、事前説明会を2回行って、セミナーのゴールを

説明し、納得をいただいた5団体8名の方々に参加をいただいた。 

そして、あらかじめオリエンテーションを実施した上、 

10月より計6回のセミナーを実施した。 

その結果、4つの市民活動に関するWebサイトを公開し、 

1つのWebサイトの将来構想案策定に寄与することができた。 

(日程)   全9回 (事業実施日は「事業の日程」欄を参照) 

(場所)   チガラボ 

(参加者) ITリテラシーのあるシニア、ミドル (5団体8名)  

(新型コロナウイルス感染症対策) 

各回の対象人数は会場定員の半分とし、充分な間隔で席を配置するとともに、 

常に換気を行い、3密を回避した。参加者は発熱のないことを確認の上、 

マスクの着用とアルコール手指消毒を徹底した。

毎回、チェックシートによる管理を実施した。 

事業の参加者数 のべ63名 (各回の参加者は「事業の日程」欄を参照) 

事業の日程 

・9/16 (水) 18:30～20:30  事前説明会 参加者5名

・9/23 (水) 18:30～20:30  事前説明会 参加者2名

・9/27 (日) 13:00～15:00  オリエンテーション 参加者8名

・10/4 (日) 13:00～18:00  第1回 セミナー 参加者8名

・10/18(日) 13:00～17:00  第2回 セミナー 参加者8名

・11/1 (日) 13:00～17:00  第3回 セミナー 参加者8名

・11/15(日) 13:00～17:00  第4回 セミナー 参加者8名

・11/29(日) 13:00～17:00  第5回 セミナー 参加者8名

・12/6 (日) 13:00～16:00  第6回 セミナー 参加者8名 
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事業の成果と今後

の展開 

(事業の成果) 

4つの市民活動に関するWebサイトを公開し、1つのWebサイトの将来構想案策定に

寄与することができた。 

受講生8名中7名が当協会に入会され、さらに支援を継続中。 

★成果実績 NPO法人セカンドワーク協会Web (Web制作・支援実績)

https://second-work.or.jp/about-us/web-support/

(良かった点) 

アンケートの結果(6名回答) は非常に良好であった。

セミナーのテーマやコンテンツについては、全ての方が「満足」と回答された。

参加されている市民活動に役立つかとの問いに、

5名の方が「役立つ」、1名の方が「やや役立つ」と回答された。
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★アンケートコメント例

・初めてでも素晴らしいホームページが出来上がり心から満足しています。

・今回受講をして本当に良かったと思います。私には難しい内容でしたが、

丁寧に対応していただけたので完成できました。

(反省点) 

一方、セミナーの時間配分や進行状況は、1名の方が「満足」、 

5名の方が「やや満足」と回答され、若干課題があったと判断している。 

また、受講生募集に際し、受講生の対象をシニアに絞っていたために、 

ミドル世代 (特に女性)が受講を希望しにくかったという意見があった。

(今後の展開) 

市民活動団体の活動活性化に寄与する当協会の今回の活動は、大きな成果を生ん

だと判断している。受講生募集に際し、受講生の対象をシニアに絞らず、 

ミドル世代 (特に女性)に受講対象者を拡大し、来年度も再トライしたい。

セミナーの内容は、前回講義の振り返りや受講者アンケートを反映し、

カリキュラムの設計や、教材の内容、サンプルWebサイトの完成度を

向上させるなど、さらなるレベルアップを図りたい。
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収入

科　目 予算額 決算額 内　訳

団体収入 0 990 NPO法人セカンドワーク協会にて負担

事業収入 108,000 54,000 参加費 1,800円 x 5団体 x 6回

補助金収入 91,850 30,000 市民活動げんき基金補助 (70,000円返納)

 (当初振込額100,000円のうち、70,000円を返納する)

199,850 84,990

支出

科　目 予算額 決算額 内　訳

謝金 0 0

印刷製本費 8,220 8,220 セミナー告知チラシ 1,000枚 (ネット印刷) 4,060円

団体パンフレット 600枚 (ネット印刷) 4,160円

使用料・賃借料 163,250 57,500 事前説明会2回 参加数7名、チガラボ代 500円x7名

オリエンテーション1回 参加数8名、チガラボ代 500円x8名

セミナー6回 参加数48名

第1回 チガラボ代 1,500円x8名 = 12,000円

第2回 チガラボ代 1,000円x8名 = 8,000円

第3回 チガラボ代 1,000円x8名 = 8,000円

第4回 チガラボ代 1,000円x8名 = 8,000円

第5回 チガラボ代 1,000円x8名 = 8,000円

第6回 チガラボ代   750円x8名 = 6,000円

物品費 28380 19,270 教材書籍代 10冊 (講師2名用も含む) Amazon 17、380円

フェースシールド 5枚セット Amazon 1,890円

199,850 84,990

収支決算書
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NPO法人セカンドワーク™協会の概要図 SDGsへの取り組み

NPO法人セカンドワーク™協会（略称SWA）は、「Web制作・Webマー

ケティング」を軸にした、シニア世代と現役世代Webクリエイターとの

「多世代コミュニティ」を構築することより「仲間との出会いの場」、「学

び・成長の場」、「実務を実践する場」を提供し、以下のような三者ハッ

ピーの姿を目指しています。

私たちは、やりがい、働きがいのある「第二

の仕事（セカンドワーク）」の場を創造し、魅

力的で運用のしやすい良質のWebサイト

を提供し続けることによって、SDGs「目標

8：働きがいも経済成長も」「目標9：産業と

技術革新の基盤をつくろう」のローカル適

用を図り、信頼される存在として社会にあ

り続けることを目指します。

学び・成長
の場

仲間との
出会いの場

実務・実践
の場

小規模事業者の
方々

その結果、あまり活動予算のない市民

活動団体・NPO・小規模事業者でも、

魅力的で良質のWebサイトを安価に

得られることに加え、さらに運用時に

伴走支援が受けられます。

シニア・
シニア候補（50代～）

世代

シニア・シニア候補（50代～）世代は、

現役世代からの支援を受けつつWeb

制作の実践を積むことで、仕事仲間と

出会い、自ら学び、成長し、働きがい・や

りがいのある「第二の仕事（セカンド

ワーク）」に就くことができます。

現役
Webクリエイター
世代

現役世代のWebクリエイター（20～

40代）世代は、シニアのWeb制作への

専門的支援という副業、即ち「第二

の仕事（セカンドワーク）」の機会を

自らの居住地域において得ることが

できます。

●時間

●ITリテラシー

●プロマネスキル

●社会貢献志向・地域貢献志向

●専門性

└Webデザイン（デザイナー）

└Webマーケティング（マーケター）

└Web関連技術（エンジニア）

●社会貢献志向・地域貢献志向

現役Webクリエイター（～40代）

地域活性化を支える

●市民活動団体

●NPO法人

●小規模事業主

小規模事業者

シニア・シニア候補（50代～）

協
働

支
援

提供

伴走

対価

第二の仕事
セカンドワーク

副 業
セカンドワーク

●低価格

●顧客視点

●良質なデザイン

●最新Web動向

●運用がしやすい

良質なWebサイト

「セカンドワーク™」商標登録出願中
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

 報告者 名称 ミナスタ 

 代表者氏名 三浦 雅樹 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５４号で交付決定を受けました「～サッカーを通

した運動教室～」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 ～サッカーを通した運動教室～ 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

サッカーを通した運動教室 (7回 )
内容

コロナ禍ですが、2つの園のご理解・ご協力、を得て実施する方向に至

りました。

コロナ対策としては、

① スタッフのサッカーを通した運動教室前の検温。

② スタッフのサッカーを通した運動教室前の手先のアルコール消毒。 
③ スタッフのマスク着用よる教室。

茅ヶ崎子ども園 (3回 ) 
12/21・1/15・2/8園内で試合  
茅ヶ崎もりのこ保育園 (4回 )  
12/16・1/18・2/24園内で試合・3/15 

いずれの日程も

8：00～サッカーを通した運動教室の内容の確認と準備  
9：30～3歳児 (30分 )  
10：00～4歳児 (45分 )  
10：45～5歳児 (45分 )  
11：30～先生と次回の打ち合わせ、片付け、スタッフ同士の反省会と

次回  教室の打ち合わせなど

13：00解散  

用具の使い道と狙い

☆ビブス

⇒使い道

試合のチーム分け 

⇒狙い

帽子の色を分けてもできますが、より子ども達にわかりやすいよう、

円滑な教室運営

☆ゴール

⇒使い道

シュートの練習、試合

⇒狙い

ゴールする喜びと自信を！ 
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☆コーン20個
⇒使い道①

コーンを並べてジグザクに走ったりドリブルしたり、コーンを目印に

して走ったりドリブルしたり、コーンを横に倒してジャンプしたりな

どに使用しました。

⇒狙い

様々な動作の獲得、限られた時間での1人1人の運動量の確保 

⇒使い道②

園庭いっぱいにコーンを立て、子ども達がコーンを倒す。その倒れた

コーンを先生達が直し、設定時間内に全部倒すことを目標とするゲー

ム。 (怪獣にみたてて、怪獣倒しと言ったりします。 )
⇒狙い

様々な動作の獲得、瞬間視(一瞬見たもの友達や状況などを記憶する能

力)、眼球運動(目を素早く動かく能力)⇒変わりゆく状況を自分の目で

見て、素早い状況判断＋実行力の獲得、限られた時間での1人1人の運

動量の確保 

⇒使い道③

危険が予測される場所に目印として置いたりします。

⇒狙い

危険が伴いそうな場所にコーンを置くことによって、視覚的にもわか

りやすくさせ、怪我などのリスクを軽減 

☆ポール12本
⇒使い道

ポールを置いてそれを避けながら走ったりドリブルしたりなどに使用

しました。 

⇒狙い

様々な動作の獲得 

※コーンと使い道が同じではと思われがちですが、視覚的に自分より

大きい障害物を置くことにより、身体の動作が変わってきます。 

☆ボール20個
⇒使い道

試合やドルブルしたり、シュートしたり、手でボールを持ち上に上げ

てキャッチするなどに使用しました。

⇒狙い

様々な動作の獲得、限られた時間での1人1人の運動量の確保、円滑な

教室運営、動体視力(近い、遠い、前後左右などに動いているものを識

別する能力)、深視力(奥行や距離感を正確に見極める能力)、眼球運動

(目を素早く動かく能力)⇒素早い状況判断＋実行力の獲得 
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☆マーカー

⇒使い道①

並ぶ場所の目印、試合の枠組み

⇒狙い

子ども達にわかりやすいよう、円滑な教室運営 

⇒使い道②

子ども達が入るくらいの大きな円をマーカーで作り、先生達が円の外

からボールを転がしたり投げたりし、それを子ども達が避けるゲーム (
ボールを爆弾にみたてて、爆弾ゲームと言ったりします。 ) 
⇒狙い

様々な動作の獲得、動体視力(近い、遠い、前後左右などに動いている

ものを識別する能力)、瞬間視(一瞬見たもの友達や状況などを記憶す

る能力)、深視力(奥行や距離感を正確に見極める能力)、眼球運動(目

を素早く動かく能力)⇒素早い状況判断＋実行力の獲得

運動能力の向上や身体を動かす楽しさを知る＋自己肯定感を育む教室

の組み立て方①

☆子ども達が自らやりたくなるようなコーチングと表情と仕草

例：挨拶編

スタッフ：「元気いっぱいな挨拶をすると先生達びっくりして飛んでい

っちゃうからやめてよ～」

子ども達：「わかった～ (と、言いながらも無邪気なニコニコ表情で )」 
元気な挨拶をする度に先生は飛んでいっちゃうんです。

※「大きな声、元気な声で挨拶しなさい！」なんて言わなくても、毎

回子ども達は自ら元気な声で挨拶してくれるんです！

例：説明編

スタッフ：「先生今から話しするけど、めっちゃめぇ～ちゃ小さな声で

話すからしっかり聞いててよ～」の一言でも子ども達の話を聞く姿勢

はできますが、小さい声で話すと言いながらも口パクで話したふりを

して「しっかり聞いてた～？」と一言いれてみたり、小さい声で実際

話すけど変な声で先ずは話してみたりするんです！

時には「先生の格好いい顔見て話し聞いてよ！」と言って、チンパン

ジーの顔物真似を挟んでみたりするんです！

そんな事をしていたら勝手に子ども達はしっかり話を聞いてくれるん

です！

※「ちゃんと話を聞きなさい (怒り )！！」そんな怒らなくても、この

人の話聞いてると面白いなどとなれば、子ども達は自らしっかり話を

聞いてくれるもんです！
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例：ゴールゲット編

シュート練習をしてゴールできたら、やったぁ～☆上手～☆だけじゃ

足りないんです！

両手広げて、笑顔で、とびっきりの笑顔でやったぁ～☆上手～☆できる

ようになったね☆って言うんです！

そしたら子ども達は自らまだやりたいってなるんです！

※ただただやったぁ～上手！だけじゃ足りないんです。

運動能力の向上や身体を動かす楽しさを知る＋自己肯定感を育む教室

の組み立て方②

☆スモールステップのカリキュラム

より難易度が低いメニューから内容を組み立て、徐々に難易度を上げ

たメニューにしていきます。

このようにメニューを組むことによって、できた～☆できるようにな

った～☆などの、自信に繋げます！

そして、自らできた事の自信から繋がる自己肯定感を育んでいます。

このような現象を出すのには、1回きりの運動教室ではなかなか難しく

、毎月携われるからこそ、それぞれの成長をサポートできています。

また、できる子、できない子が正直でてきます。

この時によく伝えている事は、

「友達と比べるのではなく、今できない事も、これからできるように

なればいいじゃん☆」

「もちろん、できない事をできるようにするには、毎日家でポテトチ

ップス食べて、ずっとゲームしてばかりじゃ、どうかな？」

「今できない事を、これからできるようにする為にはお家でちょこっ

とでも練習するといいんだよ☆だって、先生だって始めはできなかっ

たもん。ただ、練習してたらこんな事もできるようになったんだ！※
この後に1つすごいなぁ～と思われるような事を実際に見せてあげま

す。」などなど

このような声掛けをするだけでも、自ら頑張ってくる子ども達がいま

す！

次の教室で、「できるようになったよ☆」って声があれば、ただ「すご

いね！」ではなく、「頑張ったからできるようになったんだね！やれば

できるようになったじゃん☆すごい☆」などと、その自らやった事に

対しての工程をより強く褒めるようにしています。

逆に「まだできない。」って声には「しょうがないよ。」の一言で済ま

さず、先月から今日までの工程を聞き出します。先月の教室から自ら

取り組んでいたけどできないのか？それとも取り組んでいなかったか

らできないままなのか？など、これによっても声掛けが変わります。
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頑張っているけど、できない子には、原因を見つけアドバイスし、続

けることの大切さ伝えるとともに取り組んだ工程を褒める。

できなかった事を、なにもせずにできないままの子には、練習する大

切さを伝えます。

記載したのはほんの一部ですが、このような意図をもちながら毎月の

活動を実施致しました。

事業の参加者数 のべ120名 

事業の日程 

茅ヶ崎子ども園 (3回 ) 12/21・1/15・2/8 
茅ヶ崎もりのこ保育園 (4回 ) 12/16・1/18・2/24・3/15 

合計7回

事業の成果と今後

の展開 

① コロナ禍ではあるものの、保護者や子ども達、先生方の要望があ

り、屋外での活動に限定し、活動を実施。

② 1日の参加者60名程度を7回実施しましたが、クラスターなどの報

告はなく、無事活動を終えました。

③ 参加された2つの園 (茅ヶ崎子ども園、茅ヶ崎もりのこ保育園 )から

は、今後も継続してサッカーを通した運動をしたいと強い要望。

④ 参加を見送った6園 (香川保育園、鶴が台保育園、室田保育園、小

和田保育園、浜須賀保育園、浜見平保育園 )も時期をみて、また再  開
したいとの要望。

⑤ この活動を一緒にしたいという方々もいましたが、このような時

期なのでスタッフを限定し実施しました。ただ、この活動を一緒  にし

たいという方々が増えた事は大きな前進

⑥ 保育園同士の架け橋作りも先生達と検討しましたが、このような

時期なので、見送りとし、この時期が落ち着いたら、実施する運びと

なりました。 

⑦ 天候不良などによる場合の室内運動教室への移行も検討しました

が、今年度は屋外のみの活動としました。室内ということもあり、今

後も時期を見ながら、慎重に判断していきます。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

団体収入 ¥61,744 ¥26,146 会費￥3,000×5名、寄付金、団体資金から充当

補助金収入 ¥244,000 ¥101,000 市民活動げんき基金補助(￥143,000を返納)

合　　　計 ¥305,744 ¥127,146

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

物品費 ¥50,400 ¥25,200 ゴール　￥12,600×2個

¥2,490 ¥0 ミニハードル　￥830×3個

¥39,840 ¥9,960 ビブス　￥4,980×2色

¥11,680 ¥0 ラダー　￥2,920×4個

¥1,512 ¥840 マーカーコーン青色

¥1,512 ¥840 マーカーコーン黄色

¥2,700 ¥0 フラットマーカー赤色　￥1350×2セット

¥2,700 ¥0 フラットマーカー青色　￥1350×2セット

¥17,100 ¥17,100 トレーニングポール　￥17,100

¥165,000 ¥63,000 アンドウスポーツ　ボール　￥3,150×20球

¥10,560 ¥8,756 コーナン　カラーコーン　￥398×20個

手数料 ¥250 ¥250 支払い手数料(代引き)

送料 ¥0 ¥1,200 物品の送料

合　　　計 ¥305,744 ¥127,146

収支決算書

54



第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

ゴール 12月 9日 \25,200 

使用方法 

教室での シュー ト練 習や試合 に使用

２ 

物品の名称 取得日 取得価額

トレーニ ングポ ール 12月 9日  \17,100 

使用方法 

教室で様 々な動 作獲 得をする 為に使 用

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述してくださ

 い。 

 ２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、登録したこ 

 とがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を添付してください。 

55



56



ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ
支
援
②

運
動
機
能
・
認
知
機
能
が
向
上
す
る
ス
ポ
ー

ツ
リ
ズ
ム
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
！

～

楽
し
み
な
が
ら
心
・
頭
・
体
を
動
か
そ
う
～

（

特
定
非
営
利
活
動
法
人
S
U
E
R
T
E
）

57



第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

報告者 名称 特定非営利活動法人SUERTE
 代表者氏名 内田 千尋 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５２号で交付決定を受けました「運動機能・認知

機能が向上するスポーツリズムトレーニング！～楽しみながら心・頭・体を動かそう～」事業

の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 
運動機能・認知機能が向上するスポーツリズムトレーニング！ 

～楽しみながら心・頭・体を動かそう～ 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

○幼少期教室

【対象】4歳～12歳

【会場】茅ヶ崎市総合体育館柔剣道場、第一体育室

【日程】

①10月～11月コース

・火曜日クラス（全4回）

10月13日・20日・11月17日・24日

・金曜日クラス（全4回）

10月9日・23日・11月13日・27日

②12月～1月コース

・火曜日クラス（全4回）

12月１日・15日・1月15日・26日

・金曜日クラス（全4回）

12月11日・18日・1月15日・29日

③2月～3月コース

・火曜日クラス（全4回）

2月2日・16日・3月2日・9日

・金曜日クラス（全４回）

2月12日・26日。3月5日。26日

【参加者数】

①10月～11月コース

・火曜日クラス 10名

・金曜日クラス 7名

②12月～1月コース

・火曜日クラス 8名

・金曜日クラス 8名

③2月～3月コース

・火曜日クラス 6名

・金曜日クラス 7名

○高齢者教室

【対象】市内65歳以上

【会場】スクエア茅ヶ崎フットサルクラブ

【日程】

9月29日・10月27日・11月24日・12月22日

1月26日・2月23日・3月30日

【参加者数】
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9月29日 9名 

10月27日 7名 

11月24日 8名 

12月22日 6名 

1月26日 7名 

2月23日 5名 

3月30日 5名 

事業の参加者数 93名 

事業の日程 

○幼少期クラス

【日程】

①10月～11月コース

・火曜日クラス

10月13日・20日・11月17日・24日

・金曜日クラス

10月9日・23日・11月13日・27日

②12月～1月コース

・火曜日クラス

12月１日・15日・1月15日・26日

・金曜日クラス

12月11日・18日・1月15日・29日 

③2月～3月コース

・火曜日クラス

2月2日・16日・3月2日・9日

・金曜日クラス

2月12日・26日。3月5日。26日

○高齢者教室

【日程】

9月29日・10月27日・11月24日・12月22日

1月26日・2月23日・3月30日
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事業の成果と今後

の展開 

○幼少期教室

当初の予定では、2020年6月から2021年3月までの全10コースの

開催を予定しておりましたが、コロナウイルスによる緊急事態

宣言の発令などにより、9月から再度日程を組み直し、10月か

ら全6コースとして開催しました。

また、予定では茅ヶ崎市総合体育館柔剣道場のみを使用する予

定でしたが、日程の組み直し等により茅ヶ崎市総合体育館第一

体育室も使用しての活動となりました。

室内での運動教室のため、予定では各10名の参加者を見込んで

いましたが、コロナウイルスの影響などもあり、7名での開催

となるコースもありました。

参加していただいた方々は、コロナウイルスで運動を制限され

ている子ども達にとって、とても貴重でありがたい教室との意

見を多数頂き、子ども達の運動能力を向上させる目的として教

室の開催を企画しましたが、世の中がこのような状況になった

ため、子ども達の運動機会の確保という点でも、茅ヶ崎市民の

方のお役に立てたのではないかと思います。

また、今回のげんき基金で購入させていただいた用具を使用す

ることにより、様々な運動を取り入れることができたこと、年

齢層が低い子どもは色々な用具を使ったほうが集中力を維持

できるという効果を得ることが出来、購入させて頂いた用具の

効果を感じることが出来ました。

長座位体前屈測定器は、日頃自分の柔軟性を気にしていないお

子さんや、学校で行う体力測定時以外に測定をしたことがない

お子さんばかりで、柔軟性の必要性を問うのみ大変効果があり

、目に見る数字として結果が出るため、保護者の方から嬉しい

意見を多数頂きました。

運動を今までしてこなかったお子さんが、この運動教室に通っ

たことがきっかけとなり、サッカーやダンスなどといった運動

を習い始めたという声も聞き、専門性のある運動教室ではなく

、子ども達の運動のきっかけ作りや運動の土台作りの教室とい

う目的でこの教室を行っている効果が出たと思います。

今後は、年少から始めたいという方の声も多く聞こえたので、

年少向けのスタートクラスを開校すること。

また、専門種目を真剣にトレーニングし、将来トップレベルを

目指している小学生の高学年年代の保護者から、より高度なト

レーニングを行える、ジュニアアスリート向けのクラスを開催

してほしいという声も多数頂いたので、そのようなニーズに応

えられるような教室の開催を展開していきたいと考えており

ます。
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○高齢者教室

予定では、茅ヶ崎市総合体育館多目的室を利用し、室内での運

動をメインに考えておりましたが、コロナウイルスの状況と高

齢者のリスクという点も踏まえ、室内での運動を中止し、市内

の屋外体育施設（スクエア茅ヶ崎フットサルクラブ）に協力を

依頼し、屋外のフットサルコートで教室を開催しました。

屋外体育施設までは、当クラブが所有するマイクロバス（29

人乗り）で送迎を行い、老人ホームなどの施設から車で外出す

ることがない方がほとんどの為、参加された全員の方から送迎

の時間も楽しいという意見を頂きました。

今回購入させて頂いた用具を、屋外の人工芝グラウンドで使用

し、屋外で体操だけでなはく用具を使った運動をすることが久

しくなかったという参加者の方が多く、体操だけではなく用具

を使用したことで気分転換にもなり、楽しかったという声を多

数頂きました。

感染予防対策により急な屋外での運動教室に変更となりまし

たが、高齢者の方々は日頃外に出かける機会なども無いため、

屋外での運動がものすごく新鮮だったようで、屋外の空気を吸

って活動ができるため、気分転換になり屋外の活動が良いと言

う声を多数頂きました。

今後は、市内の高齢者施設等にこの活動を周知して頂き、コロ

ナ感染による外出制限が予測される中、外出の楽しさ・気分転

換を多くの方々に実感して頂ければと考えております。
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

事業収入 236,000 139,000 幼少期教室

2,000円×46人＝92,000円

高齢者教室

1,000円×47名＝47,000円

補助金収入 422,000 397000 市民活動げんき基金補助（25,00０円返納） ,

自己負担金 105,810 702

763,810 536,702

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

賃金 241,000 164,250 幼少期指導員アルバイト代

4,000円×1名×24回

高齢者指導員アルバイト代

6,000円×1名×7回

高齢者マイクロバス送迎

3,750円×1名×7回

物品費 168,140 168,140 トレーニングハードル

6,980円×2セット

ラダー

1,375円×2セット

スポーツリズムトレーニングライン

8,800円×5本

フィットネスチューブ

2,080円×15本

長座体前屈測定器５

30,030円×1台

ソフティーボール

990円×20個

室内用ツートンカラーディスク

6,160円×２セット

フォームロケット

7,040円×2セット

収支決算書
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交通費 96,000 9,100 幼少期教室（駐車場代）

1台×23回（タイムズ茅ヶ崎）

指導員1台分で計上

印刷製本費 36,450 36,450 チラシ500部　20,200円

★団体ＰＲチラシ3つ折パンフレット1000部

16,250円

保険料 140,000 98,000 傷害保険代（参加者保険・無記名式）

14,000円×7か月分

使用料・賃借料 82,220 44,360 高齢者教室（スクエア茅ヶ崎）

3,000円×7回＝21,000円

茅ヶ崎市総合体育館　柔剣道場

1,880円÷2＝940円×19回＝17,860円

総合体育館　第一体育室　1／3面

2,200円÷2＝1,100円×5回＝5,500円

コロナ対策費 16,402 マスク代　5,224円

マウスシールド代　2,301円

アルコール代　4,752円

送迎車ビニールシート代　4,125円

763,810 536,702
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地    

 報告者 名称 サンチャイ・ネパール ねぱるぱ 

 代表者氏名 永田 恵子 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５５号で交付決定を受けました「みんなの居場所

作り事業」の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 みんなの居場所作り 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

本来なら２０２０年３月オープンの予定でしたが、コロナウィルス
の影響で６月より準備をし始め、９月にオープンしました。  
９月にオープンしても自粛中で、スタッフしかいない日々でした。 
色々思いめぐらし「スタッフ自身がここを活用しよう」と自分たち
が部屋を借り活動することで、びすたーりの存在をお知らせするこ
とが出来ました。びすたーりはネパール語でゆっくり意味。少しづ
つですが前に進んでいます。  

 実施  月曜～金曜  １０時～１７時  
参考までにどのくらいの方が、びすた～りに訪れた方の人数をお知
らせいたします。  
９月  ２９人  １０月  ７６人  １１月  ３３人  １２月  ７３人  
2021 年  1 月  ４９人  2 月  ８３人  3 月  165 人  合計  ５０８人  

＜ワークショップ開催＞  
ワークショップを通して地域の方や居場所に来る方々のコミュ

ニケーションを高め居場所への愛着を深めて頂くために実施いた
しました。

①わいがやワークショップ
「木工工作」居場所で必要な看板や棚、テーブルを作りながら、出
てくる端材等を使って、木工を楽しみました。  
 日時  ９月３日（金）  
最初の予定では、４月早々に行う予定でしたが、緊急事態やその後
も自粛などで中々人を集められるイベントを開催する事が出来ま
せんでした。  
自粛の中スタッフだけでもと集まり、粛々とかつ楽しく棚作りを実
施致しました。参加人数３名  

２回目は人数を制限した上で、１月１１日(月)にテーブル作りの企
画を立てました。  
更に、緊急事態宣言が延長されたため、広くお知らせする事はやめ
て、スタッフと、スタッフの子どもと以前から、申込み済みだった
方のみ参加いただき、開催致しました。  
指導者の指導のもと、大人はテーブル作り方のポイントを学び、子
どもは端材の木材を使った木工ワークショップを楽しみました。  
とても、素敵なテーブルが出来上がり、参加者の方々は、とても、
喜んで下さいました。作り方のポイントもよくわかり、楽しくこの
ような素敵な物が出来上がる事に、わくわくしていらっしゃいまし
た。後日、いらっしゃった方とミツロウを塗ってもらったりして、
ますます、喜んで頂いています。  
子どもの木工ワークショップは、ビー玉転がし板と、織り機をくぎ
打ちなどをしながら、思い思いに製作しました。参加者のお子さん
は、喜んで楽しく作っていました。この日に参加したお子さん方が、
「また、何かやりたい！」ということで、３月末の「子どもまつり」
へとつながりました。  
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②わいがやワークショップ
「壁塗りをしてみよう」
この事業に関しては、大家さん、建物管理のセカンドリーグ神奈川、
私たち三者での合意に至らず実施することは出来ませんでした。

こうして、日々活動する中で皆様から応援して頂いた基金で作
成したパンフレットは、イラスト、デザイン、タイトル字等、
みんなのボランティアでびすたーりにピッタリの可愛く素敵
なパンフレットが出来上がりました。 
子ども関連のグッズは、子育て中のお母さんの出入りの多い
中、本当に助かっています。 
また、足付き座椅子６脚。これは大活躍です。イベントや教室
など和室の部屋を使いますので、ご高齢の方には必需品です。 
その他ラミネートは外にチラシを掲載する時に使います。雨風
防ぎ、重宝しています。 
このように購入させて頂いた品は、これからも活躍してくれる
ことでしょう。 

事業の参加者数 1回目:３名 ２回目:８名＋子ども３名 

事業の日程 １回目:９月３日 ２回目:１月１１日 
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事業の成果と今後

の展開 

ワークショップをするたびに、びすたーりのファンが増えていま
す。
コロナ対策で、一度に沢山の方を招く事はできませんが、びすたー
りの名の通り、少しずつ少しずつ、成長していると感じています  
イベント等を通して、子どもから大人まで出会いのチャンスにも恵
まれる居場所だと、私たちも自負しています。
子供との場作り、みんなでご飯を食べる会など考慮中であり、これ
からもスタッフや地域の人々と共に楽しく根を広げていきたいと
考えています。
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収支計算書
収入
科目 当初予算額 決算額 内訳

　１団体収入 47,000  32,866  サンチャイネパールねぱるぱ負担額
団体資金より充当

　２補助金収入 186,000  128,000  市民活動げんき基金補助（58,000円返納）

合計 233,000  160,866  

支出
科目 当初予算額 決算額 内訳

　１宣伝広告費 9,990 8,214  パンフレット印刷
　A4両面カラー1000枚4,921円
チラシ印刷

200円×３回、231円×１回
用紙A4　500枚
  ＠418円×５〆2,090円

　２謝金 10,000  5,000 机つくりWS講師謝金　１回（１月）
　３物品 199,570  141,462  コロナ対策

非接触体温計　6,233円
ペーパータオル　968円
マスク消毒液等　2,227円
ビニールシート　244円

棚・机作りWS
　木材　36,179円

 内訳　支柱　10,804円
 平板　8,063円
 パイン材　　17,312円

　釘　928円
　ビス　530円

サンドペーパー　860円
おもちゃ
　１KAPLA　13,288円
　２どんぐりコロコロ　9,680円
　３子どもの玩具なんじゃもんじゃ

1,630円×２個
足付き座椅子　6,609円×6脚
子ども用フェンス　3,738円
和式便座用　洋式カバー　4,180円
子ども用おまる　999円
ベビーマットレス　4,361円
ラミネーター　7,018円
ラミネートフィルム　A4：１９７１円

A3：1,628円
ウォールポケット　3,516円

　４通信費 13,440  6,190  切手代　84円×５８ヶ所
切手代　94円×7ヶ所
切手代　220円×３ヶ所
切手代

合計 233,000  160,866  
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第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

カプラ 2020年９月１日 １３２８８円

使用方法 

ここは子育て中のお母さんの参加が多く、オモ

チャは大事なアイテムです。

また、最近は小学生の子どもさんも遊びに来る

ようになり楽しんでいます。 

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述

してください。 

２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、  

登録したことがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を  

添付してください。  
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地  

報告者 名称 えぼし岩海の自然体験教室実行委員会 

 代表者氏名 関亦 孝二 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５３号で交付決定を受けました「２０２０上陸２

０回記念事業 陸上版『えぼし岩海の自然体験教室』」事業の補助金に係る補助事業の実績を、

次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 2020上陸 20回記念事業 陸上版｢えぼし岩海の自然体験教室 ｣ 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等を

具体的に記入してくだ

さい。

新型コロナウイルス感染症の蔓延により、活動計画に大幅な変更が

生じました。 

・当初、陸上版「えぼし岩海の自然体験教室」は、例年行っている

えぼし岩への渡航の時期（７月）に合わせて開催する予定でした

が、準備期間が緊急事態宣言中となったため中止となり、時期をず

らしての開催（３月）となりました。

・新型コロナウイルス感染症対策として、遠方からの講師の招聘を

取りやめ、監修を依頼しました。またウェブ版（YouTube 動画）の

「えぼし岩海の自然体験教室」を作成することとし、動画、リーフ

レットの内容の充実をはかりました。（新規の上空写真の撮影、動

画収録）

６月 

オンライン会議により内容の検討、デザイン・記事の整理を行う。

８～９月 

対面による会議で内容を検討し、記事の作成を開始。関係機関、地

域の活動団体からの情報や、連携により掲載記事の情報を収集。歴

史等についての調査。 

１０月１７日海中調査を行い、姥島に生息する生物の確認及び水中

写真の一部を撮影。 

※コロナ渦の情勢変化により、年度内の講演会の実施が難しい可能

性が出てしまう。市からの意見もふまえ、ウェブ配信用の動画作成

を検討。 

１１～１２月 

１１月１日、市内在住のデザイナーをまじえた会議を行い、パンフ

レットの記事・レイアウト、ウェブ版の作成を検討。リーフレット

の紙面作成作業を進める。

１月 

緊急事態宣言により、対面での動画撮影や作成作業が困難となり、

ウェブ会議により進めていく。写真・レイアウト・添付記事等の内

容を決定。

講演会を３月に設定。高砂コミュニティーセンター管理運営委員会
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事業部の協力により共催が決定。会場確保、地域への回覧板に夜告

知などを担当いただく。 

２月 

ウェブ版及び紙面に使用するための写真をドローンにて撮影。

ウェブ配信用の動画を撮影。

オンラインイベント｢こどたん｣(茅ヶ崎市民活動サポートセンタ

ー、ちがさきサポセン主催)に参加し、こども向け動画を配信。え

ぼし岩に関する内容を発信すると共に講演会の PR を行う。(２月１

４日～３月１３日)

講演会の告知チラシが完成。市内広報掲示板、公共施設に配布。茅

ヶ崎南地区と、市子ども会連絡協議会の回覧板で告知。

３月 

３月２５日、『湘南茅ヶ崎えぼし岩 えぼし岩まるわかりガイド』

リーフレット完成。

３月２８日、市役所内の配送システムや郵送を用いてリーフレット

を各方面へ配布。

同日、高砂コミュニティーセンターにて講演会｢陸上版 えぼし岩海

の自然体験教室｣を開催。

高砂コミュニティーセンターの全面バックアップにより、新型コロ

ナ感染症対策のもと実施。

※事業計画書の内容では、子ども向け・大人向け各１００名を予定

していましたが、高砂コミュニティーセンターと協議し、会場定員

の半数以下に減らし各回４０名の定員制で開催。

事業の参加者数 

午前の部（子ども向け）７名 

午後の部（大人向け）３２名 

高砂コミュニティーセンターよりのヘルプスタッフ兼傍聴者 延べ

１０名 

えぼし岩海の自然体験教室実行委員会 ６名 

事業の日程 

新型コロナウイルス感染症の影響により実施予定を大幅に変更。 

事業日程は以下の通りとなる。 

6月より調査、研修を開始、WEB会議等を行う。 

10/17 海中調査、生物の写真撮影、 

｜  ・講演会の設定、会議 

11月 リーフフレット紙面作り 

｜ 

2月  動画撮影、動画制作 
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｜  ・こどたん（ムービー参加 2/14〜3/13）

3月  ・入稿

｜ ・リーフレット完成

3/28 講演会（陸上版海の自然体験教室） 

事業の成果と今後の

展開 

動画配信、リーフレット作成、講演会の実施により、多くの方々に

茅ヶ崎の海のシンボルである"えぼし岩"こと姥島や、茅ヶ崎の海に

ついての興味関心を持っていただき、身近な海の自然や歴史および

課題を知るためのきっかけとすることができたと考える。制作側と

しても、改めて調査研究を行い、また地域の関係団体、研究者との

親交も生まれ、非常に有意義な事業となった。 

計画時に、ご意見を頂いたウェブ版の動画公開の実施は、オンライ

ンが普及したコロナ渦においては、話題性や浸透力もあり、非常に

効果的な発信となりました。

また、今回作成したリーフレットの公共施設への配布は、市役所内

の配送システムを利用させていただくことができ、約４０箇所に、

スムーズに配架することができました。

講演会は、高砂コミュニティーセンター管理運営委員会事業部に、

全面バックアップをいただき実施しました。講演内容はリーフレッ

トに記載された各項目をベースとして、実際の海で観察された生き

物のエピソードや、地元に伝わる歴史文化の話題などについても織

り混ぜて、さらには海岸や海底から回収されたゴミを展示したこと

で、参加者の方々には、より現実的な話題として講演内容を受け止

めて頂くことができたと思います。

参加者からの感想には、海の環境を守るためのアクションや生活の

なかでできる取り組みを実践したいという旨が書かれていた事から

も、この事業の狙いは成功したものと考えます。

陸上版という形での開催は、新たな取り組みでした。

実際に海で自然体験をする感動は現地でなければ味わえないもので

あることは確かですが、今回の成果をふまえると、動画配信や講演

会などの陸上版での活動を開催することのメリットも、非常に大き

いと感じました。場所や人数を問わず天候にも左右されずに、多く

の参加者が、えぼし岩について学び、身近な海への興味関心を向け

られること。これらは陸上版だからこそできることです。

今後は、この活動で得たノウハウを元に、海での体験教室と陸上版

を併用することで、より効果的に、多くの人へ茅ヶ崎の海の魅力と

課題を広く伝えることができます。私たち発信者の創意工夫を重ね

れば、さらに充実した活動を展開できると考えています。
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

団体収入 58,910 55,266 団体資金から支出

補助金収入 220,000 220,000 市民活動げんき基金補助

278,910 275,266

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

謝礼 30,000 30,000
イラスト、本文監修謝礼１名１００００円
動画作成謝礼１名１００００円
ドローン画像撮影謝礼１名１００００円

調査費 32,000 32,000
えぼし岩渡航、水中生物ダイビング調査２
名＠１６０００円

印刷製本費 208,230 209,534
デザイン料込み　A２折パンフ５０００部２０
７４００円、告知チラシ印刷１０００枚２１３４
円

通信運搬費 7,400 900
スマートレター５枚＠１８０円（リーフレット配
布用）

会場費 0 2,832 会議１回１６３２円、動画撮影１回１２００円

物品費 1,280 0 講演会チラシ用　A4用紙２０００枚 1280円

合計 278,910 275,266

収支決算書
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和３年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

報告者 名称 ちがさき開智舎 

 代表者氏名 井上 忠義 

令和２年４月１日付け茅ヶ崎市指令第１０５７号で交付決定を受けました「探求的学習によ

る思考力、読解力の強化・・・のびしろの自覚と育成・・・」事業の補助金に係る補助事業の

実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

 別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

 別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書

事業名

探求的学習による思考力、読解力の強化

・・・のびしろの自覚と育成・・・

事業の実施内容

※実施方法、場所等

を具体的に記入し

てください。

.ステップアップ事業第２弾として、英語特修コースを新設し令和２年１０

月から開始しました。外国語の習得には、自分の立ち位置 を明確に把握す

ることが大変重要であります。換言すれば、自分と世界との関係性を認識

することが重要なのです。学習ツールとして地球儀を取り入れたことと、

正積世界地図による併用指導は、学童の意識喚起に効果があったと評価し

ます。学習中に出てきた国名を指し棒で示すと、地球儀に近寄り確認する

様になりました。世界の中の日本を認識することに役立ち、英語を学ぶ心

構えができてきたものと評価しています。英語に取り組む気構えができれ

ば、十中八九は学習準備が整ったとみてよいでありましょう。

語学指導に精通した指導者による、分かり易い導入教育は、対象履修者

（４年生・５年生・６年生）の１５名中１２名が参加していることでも分

かります。（３名は有料塾で英語を学んでいる）。一方で紙芝居を易しい英

語で話すイベントも企画し実施しました。演者のおどけたしぐさや、擬態

語、擬音語などは学童を物語の世界へグイグイ引きずり込みました。

大きな笑い声やコックリ頷きの姿勢が見えたことで、英語の授業に対する

食いつき（取り組み意欲）は良いように思われます。

令和３年度は、芽生えた能動的姿勢の助長に思いやりの心を注ぎます。

【実施方法】

１． 英語特修コース：（自分は何者か）—―という自己認識を持つことに

よる意欲的な取り組みを指導しました。臨場感を持たせるツールと

して、積極的に地球儀を活用しました。授業展開に対する効果大で

す。コミュニケーションができる英語（使える英語）とグラマー（文

法）を理解納得できるよう指導しています。大きな声で復唱させる

ことで、記憶の積み重ね（刷り込み効果）が期待できます。

２． 読解力・思考力強靭化コース：のびしろ文庫の活用と紙芝居――

何故、なぜ、ナゼという学習に対する興味の連鎖は、探究的な学習

姿勢を助長します。紙芝居は、文中の会話に声色を使ったり、登場

人物の身振り手振りを交えて、学童は楽しく取り組んでいます。

登場人物等の心情・感情の変化をつかみ取る取り組みは

読解力・思考力の強靭化に好結果をもたらしています。

更に紙芝居は、地域の先進団体との貸し借りを促進し、実演交流会

を開催し使用率の向上を図ることを促進します。

蔵書量・更新率が高い図書館からの借り入れを積極的に進めます。

いろいろの作家や作品を通して、視野の拡大に努めています。
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３・国語・算数基本コース：（学年ごとに学ぶ漢字習得）――習得不足

は学習躓きの大本であることを気づかせる指導をしました。

漢字の読み書きは、勉強の基本中の基本であり、うろ覚え、習得漏

れが学習の進行に悪影響を及ぼす怖さを、「正しく恐れる」ことが

納得できる指導法に配慮しました。漢字学習における「永字八法」

の大切さをじっくり説明しました。

算数の文章問題は、文意が読み取れないと回答できません。

漢字能力は大切な力なのです。

地頭力に応じた会話を通じて、学童との信頼関係強化に取り組みま

した。

勉強に共通することですが、学校へ通ったではなく、学校で自分

は何を習得したのかを、気づかせる工夫をして指導しています。

この気付き意識の違いは習熟度の差となって現れます。

「分かった学習」（納得学習）は、ひと手間かけて実践しています。 

【場所】

  ちがさき開智舎のびしろ教室

事業の参加者数

延べ３８３名

（参考）年間稼働計画日数 ５０日

コロナ禍で休業した日数 ２３日(１月～３月休業予定)
「命」第一、命をつなぐため止むを得ない措置です。

事業の日程

１・英語特修コース：毎月毎週２回実施・火曜日１６：３０～１７：００

（原則）。語学は根気です。繰り返し学習は、根気が無くては出来ま

せん。英語に興味を持つことによって、根気が出てきます。

指導スタッフは、学童の根気を引き出すコミュニケーション能力の向

上に自ら努めています。

令和３年度は、学習の進捗状況を確認しながら授業回数の増加も検討

していきます。保護者様からは、授業回数の増加要望がありますが、

学童から声が上がることを期待しています。

勉強するのは学童なのですから。

２．読解力・思考力強靭化コース：毎月毎週４回実施・火曜日１５：３０

~１７：00 
このコースは漢字能力との関係性を、学年・地頭力を考慮して指導し

ました。人が生きて行く上で物事を考える力が大切なことは多言を要

しません。しかし言葉（説明）で理解させることは難題です。教材教

具を活用することで五感を動員した理解度の向上に努めています。
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３． 国語・算数基本コース：毎月毎週４回実施・火曜日１５：３０～

１７：００

学年ごとの学習到達目標を念頭に、きめ細かな指導を心がけてい

ます。学習単元ごとの「うろ覚え」をつくらないように、学童の

反応に気を配ります。社会生活を正しく送るためには、義務教育

をハナマルで卒業することが必要です。指導スタッフの熱い思い

（育て大きく）が伝わるような学習指導に取り組んでいます。

上記は学習時間のやり繰りをして、過不足が生じないように指導者レベル

で調整しています。

令和３年度は、コースごとに学習時間を変えることも検討します。

事業の成果と今

後の展開

【事業の成果】

１．英語特修コース：勉強の習慣化――何事も習慣化することは大きな

努力が必要です。毎月毎週火曜日は、のびしろクラブで学校の宿題やのび

しろプリントの勉強をすることが、学童の放課後スケジュールに組み込ま

れています。このことは出席率が９０％前後をキープしていることが証明

しています。

勉強の習慣化は、繰り返し、繰り返し、もう一度繰り返して勉強する

ことで、身に付いた学力を蓄積します。繰り返して学習することは、

食事の咀嚼に相当する作業であります。良く噛むことで、胃腸の活動

を助けます。当に「継続は力なり」であるのです。呑み込みの早い

子、遅い子、普通の子と習熟度はバラバラです。

「使える英語」を身につけるためには、リピート学習がポイントとな

ります。この点は、のびしろクラブも学校と同じです。

自頭力に合わせた学習指導をすることが、のびしろクラブの特徴の

一つです。学校の「勉強バス」に乗り遅れている乗客を全部拾う努力

を重ねています。ですから、のびしろクラブでは、大きな声で質問す

ることが必要なのです。「ここに僕がいるぞ」「ここに私がいます」の

発言が、のびしろバスの乗車券なのです。正しい自己主張は必要なの

です。指導をするスタッフは、学童個々人の性格特徴を把握し地頭力

に合った指導をするのです。頭の中がモヤモヤしているのを、一緒に

整理しながら発意へと導きます。テスト回答の正解は、「やった

ー！」の自信を付けます。況や間違えても「のびしろクラブは間違え

るところだ」恥ずかしいことはないという自尊心を守ることを理解さ

せます。

指導するスタッフの腕の見せ所でもあるのです。

「チャレンジ＆クイックレスポンス」の会話を大切にしています。
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２． 読解力・思考力強靭化コース：読み取る力、考え続ける力は忍耐力に

左右されます。切れやすいと言われる現代の子どもたちのウィークポ

イントです。

小学校課程で習得する漢字は１，０２６文字です。卒業時点でクリア

ーできた学童は全体の何割いるのでしょうか。漢字が書けて、読め

て、意味が分かる。音読み訓読みを別勘定とすれば、２，０５２文字

になります。「永字八法」も加わります。漢字の習得数が、読解力を

思考力を左右すると言っても過言ではありません。送り仮名を別勘定

とすれば、４，１０４文字となります。辛いことに打ち勝つ強い力が

必要なのです。

音読しても読解力はつかないと切り捨てる学者もいます。

「永字八法」を念頭におき継続指導すれば力はつきます。

「われ思うゆえにわれあり」「人間は考える葦である」は、思考力を

つけることの大切さを言ったものでありましょう。

考えることを習慣化すれば先を見通すことが出来るかもしれません。

３.国語・算数基本コース：国語はすべての教科に共通する重要な役割を果

たしています。換言すれば、「読み」「書く」ことの基本教科なのです。グ

ローバリズムの台頭は止まりません。今後は教科書に引用される文章も難

度を高めることでしょう。

ちがさき開智舎は、「自分の頭で考える」ことを指導奨励していま

す。なぜか、国語は教科をまたぎ通底するからです。このことを学童

に理解させることも、学習指導の大切なポイントです。

数値あらゆる場面において、数値シミュレーションが重要視されま

す。[投資対効果]も厳しく問われることになります。 
語彙の豊富は、国際感覚を刺激します。人生を豊かなものにしてくれ

ます。

【今後の展開】

情報過多の世界、何をどう選ぶのか、真に必要な情報は何かを、峻別す

る能力が必要となっています。ＡＩが万能視されることがありますが、現

時点においてＡＩの最大の弱点は、人間の感情・心情を理解できないこと

です。ですから全能視してはいけないのです。

人の気持ちを正しく理解できないということは、問の回答を誤るという

危険を内蔵しているということです。ＡＩと人智は区別して考える必要が

あるのです。将来的発展はあるようですが、不明の要素も多く解明には時

間を要する見込みです。

ちがさき開智舎は、科学技術の発展を注視しながら、このニッチを埋め

るため、フェイス ツー フェイスの学習支援をしています。
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教育現場の機器化は、止めどなく進むことでしょう。機器化されればされ

る程、顔と顔を突き合わす面面学習が、２１世紀学習指導の上で必要とな

ります。

前述とおり国際化の大波は、多くの学習内容の変更を要求することであ

りましょう。現今３年ごとの「学習指導要領」の改訂は、今後盛りだくさ

んになることが想定されます。

これに伴い「詰め込み教育」の再来が心配されます。

国際社会に生きていく「子ども」の為という「錦の御旗」の下に。

リアクションの「ゆとり教育」で、世界に大きく後れを取った苦い経験

があります。日本の留学生は、自国の歴史認識（歴史を学ぶのではなく歴

史に学ぶ姿勢が大切）に疎い、自分の意見が無い（明確でない）との国際

評価を、真摯に受け止めること教育関係機関・団体が心すべき必要事項で

あります。

教職員の仕事改革が、教育現場、教職員の立場に立った仕事改革にはな

らず混乱を招いている現実が報道されています。教員志望者の漸減、若年

層の早期離職、質の低下が社会的な問題とされる所以です。

勿論、「学習指導要領」の改訂は、２１世紀に学ぶ者の負担増で会って

はなりません。学童の立場 からの改良でなくてはならないことは多言を要

しません。ちがさき開智舎は、超々少子高齢化、人口減少社会を突き進む

日本の実態を、掌握した学習環境の整備に努力していきます。無理なくで

きることを継続するのです。

激変する学習環境。今後は学ぶ教科が増え学ぶ内容が高度化することは

必置です。２１世紀に学ぶ者の最大幸福は、時代の最先端知識を学ぶチャ

ンスであることであります。難解なことを分かり易く指導することは、教

育関係者に課せられた喫緊の課題であります。

ちがさき開智舎は、言うべくして行い難いこの難題に、果敢にチャレン

ジして行きます。
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第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

地球儀 2021年 10月 20日 ３５，０ ００円

使用方法 

①英語特 集コー スで テキスト に、外 国名 が出てき たとき は位 置を確認 する。

②時事ニ ュース を取 り上げた 時など に、 位置を確 認し同 国に ついて調 べる。

③東京オ リパラ のホ ストタウ ンとし て、サ ポートし ている 北マ ケドニア 共和国 の

位置を確 認し、 同国 について 調べる 。

④国際関 係を調 べる 中で、外 国語 、外国 人 、外国文 化に ついて 興味を持 って取 り

組むこと を指導 しま した。

⑤興味を 持たな けれ ば、学習 に熱が 入ら ない。

２ 

物品の名称 取得日 取得価額 

キャノン プリン ター

ＴＲ９５ ３９

2021年 3月 24日 ３３，５ ００円

使用方法 

学習指導 プリン ト、 のびしろ クラブ のオ リジナル プリン ト等 を印刷す る。ま た、

学童、スタ ッフ等 の求 人チラシ を印刷 する。日常生活 におい て常 態的に使 用して

おり、使 用頻度 は高 い。  

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述してくださ

 い。 

 ２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、登録したこ 

 とがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を添付してください。 
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市民活動げんき基金自動販売機 設置協力企業 

対象の自動販売機にて飲み物を買うと、売り上げの一部が市民活動げんき基金へ

寄附となります。 

湘南ヤクルト販売株式会社 

設置場所：茅ヶ崎市体育館（茅ヶ崎市十間坂三丁目 6番 5号） 

ダイドードリンコ株式会社 

設置場所：小和田公民館（茅ヶ崎市美住町 6番 20号） 

対象となる自動販売機は、こちらのえぼし麻呂のデザインが目印です！ 

たくさんこの 

自動販売機を利用

するぞよ！ 

指１本でできる

募金なのね！ 
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